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令和６年７月 複合施設 実施設計 概要説明会 

開催結果概要 

 

名称 
令和６年７月 

厚木市複合施設 実施設計概要説明会 

開催日時 令和６年７月７日（日）午後３時から４時 40 分まで 

開催場所 厚木市役所 第二庁舎 16 階会議室 

出席者数 41 人 

主催者出席者 
厚木市 市街地整備課、中央図書館 

清水・小島・山王建設共同企業体 

結果公開日 令和６年７月 19 日 

会議の経過 

１ 開会・挨拶 

２ 趣旨説明 

３ 複合施設実施設計概要の説明 

４ 質疑 

５ 閉会 

 
質問・意見の概要 市の考え方 

複合施設全体の機能について 

1 複合施設におけるワンストッ

プサービスをどのように定義

しているのか。 

現在は、市民の皆様が多く利用する窓口や関

連する部署が市庁舎であれば本庁舎と第二庁

舎に分かれており、不便を来たしています。複

合施設を構成する図書館、市庁舎、国県の行政

機関等の各機能をバラバラに配置するのでは

なく、広場側１階に施設全体の案内・相談機能

を集約配置することによって、市民の皆様の暮

らしに関する様々な相談や行政からの情報発

信を１箇所で対応していくことを計画してい

ます。 

また、市庁舎の窓口については、戸籍、年金

だけでなく、転入・転出等のライフイベントに

関する手続など、多くの市民の皆様が利用する

手続を庁舎側１階で対応できるよう計画して

います。 
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2 複合施設に複数の機能を集め

すぎていると感じるが、市民

にとって優しい、開かれた施

設になっているか。 

様々な属性の方にお越しいただき、それぞれ

の方が思い思いの時間を過ごすことができる

開かれた場所として、広場側１階の広場的スペ

ースを中心に、図書館の閲覧席や市民ロビー等

を設けています。 

図書館の機能について 

3 図書館の運営手法は市の直営

か。 

図書館の運営手法については、今後作成する

運営方針の中で示していきます。現在の図書館

は「市の職員と委託事業者を活用した直営方

式」としていますが、運営を民間に任せる「指

定管理者制度」を含めて、運営手法のメリット、

デメリットを整理した上で、方向性を示してい

きます。運営手法については、今後改めて市民

の皆様から意見を聞く機会を設けた上で決め

ていきたいと考えています。 

4 図書館はリラックスでき、安

心してくつろげる空間になっ

ているか。 

本を読む人も読まない人も、誰でも気軽に訪

れて過ごすことができる、滞在型図書館を目指

しています。広場側全体で 1000 席の閲覧席を

設置し、好みや気分で自分の居場所を選ぶこと

ができるよう、様々な閲覧席を計画していま

す。 

5 図書館の円形は利用しにくい

のではないか。 

市民交流が図られる広場側は、サードプレイ

スとしてゆったりと居心地の良い空間づくり

を目指しており、図書館においても中央部分に

書架を配置し、自然光を取り入れた明るい空間

とするなど、多面体の特徴をいかし魅力と機能

性を兼ね揃えた空間としています。 

6 図書館は映像の閲覧利用がで

きるか。 

映像資料の館内視聴サービスの実施につい

ては、現在検討中です。声が聞きやすいホール

やプラネタリウムで映像資料の上映会を検討

しています。 

7 行政文書、歴史的文書の管

理・保存は図書館機能に入る

のか。 

厚木市立図書館収集基準に基づき、郷土・行

政資料を収集していきます。歴史的文書は、あ

つぎ郷土博物館と連携し収集するほか、特に貴

重な資料については、資料保管環境の整ったあ

つぎ郷土博物館で所蔵するなど、資料の特性に

合わせて収集・保管します。 

8 議会図書室と図書館の関係は

どうなるのか。 

議会図書室は、議員の調査研究に資するため

に設置される専門図書室で、地方自治や法律を

中心とした図書や市が発行する行政資料など

を所蔵しています。議会図書室を図書館内に設
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置することも検討しましたが、関係者と協議し

た結果、議会図書室は、広場側８階の議会機能

に配置することとしました。 

9 厚木の図書館は図書がとても

充実していると思う。駅前の

こともあり、他市からも借り

に来ている。これからも本を

大事に良い図書館をつくって

ほしい。 

資料の充実はもちろんのこと、人と本、そし

て人と人が出会う場所であるという理念も大

切にしています。一人ひとりの皆様に寄り添い

つつ、ゆったりと安心して過ごせる居場所とし

て愛される図書館を目指します。 

（仮称）未来館の機能について 

10 プラネタリウム兼多目的ホー

ルはどのような施設か。 

星空を上映するだけでなく、講演会やミニコ

ンサートにも使用できる小ホールとしての機

能を組み込む予定です。照明器具や可動式のス

テージを設置するほか、椅子を可動式とするこ

とで、椅子がないホールとしても使うことがで

きるよう計画しています。 

プラネタリウム兼多目的ホールの活用に関

しては、現在の子ども科学館にあるプラネタリ

ウムでミニコンサートを開催し、複合施設にお

けるプラネタリウムをミニコンサート等の会

場とする際に必要となる機能や設備を検討し

ていきます。 

現在の子ども科学館にあるプラネタリウム

は直径 12ｍで 90 席、複合施設では直径 15ｍで

障がい者用の座席を含めて 96 席を計画してい

ます。座席の前後の間隔を現状よりも広げるこ

とで、ゆったりと座ることができる計画してい

ます。 

11 プラネタリウム兼多目的ホー

ルは、どの程度の大きさで、

どのように使用できるのか。

設備はどのようなものがある

のか。 

12 プラネタリウム兼多目的ホー

ルの座席はどのようか。 

13 小ホール、中ホールを備え若

者が発表できる場所を作って

ほしかった。新設される市庁

舎にホールを備えれば文化会

館に移動せずに市の催しにも

使えるのではないか。 

２階プラネタリウム兼多目的ホールは、多目

的ホールとしての機能を備えるほか、１階広場

的スペースにおいても、庁舎閉庁時には、屋内

イベント会場として、仮設ステージを設置し、

トークイベントやミニコンサートなどの文化

芸術の発表の場として、市民の皆様にも利用い

ただくことを検討していきます。 

14 広場側２階の青少年の居場所

とはどのような場所か。 

中心市街地の公共施設には、現状では、中高

生に相当する青少年が自主的に集い活動でき

るような場所が少ないことから、青少年が集ま

って交流を深め、活動につなげていくことがで

きるスペースを青少年の居場所として計画し

ています。 
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15 広場側５階の実験室や工房は

どのように使うのか。 

実験室は、現在の子ども科学館で行っている

子ども向けの実験イベントやサイエンスショ

ーを行うほか、イベントがない時には市民の皆

様に開放し、興味や関心に応じて気軽な実験等

を自らが行える場所にしていくことを考えて

います。 

工房は、様々な電動工具を用いて市民の皆様

が色々なものづくりができるアナログ工房と

３Ｄプリンター等を利用できるデジタル工房

の２種類を用意し、興味や関心に応じて自分で

作ることができる場所にしていくことを考え

ています。 

16 広場側５階の展示室はどのよ

うなものを展示するのか。 

展示の内容は、現在検討中ですが、現在の子

ども科学館の展示のような科学を切り口にし

た展示や、感性を高められるような展示等、新

たな気付きを得られ、ワクワクできるような展

示を行っていきたいと考えています。 

17 「（仮称）未来館」の正式名称

は、いつ頃、どのような形式

で決めるのか。 

公共施設の設置については、条例を定める必

要があります。現在、（仮称）未来館の名称を

含め条例の内容について検討を行っています。

今後、市民の皆様から御意見を伺いながら条例

の内容をまとめ、適切な時期に市議会へ提案し

ます。 

その他市民の皆様が利用する機能について 

18 眺望スペースは計画されてい

るのか。大山は見えるか。 

１か所で 360 度眺望できる場所については、

計画していませんが、窓が連なった造りになっ

ていますので、各フロアで屋外を御覧いただく

ことができます。 

８階の西側（大山側）には、展望スペースと

なる市民ロビーを設けていますが、今後、周辺

に８階以上の高層建物が計画されることもあ

るので、大山の眺望を望むことが難しくなる場

合があることを御理解ください。 

19 複合施設から 360 度市内を眺

望できるか。 

20 ８階の展望スペースは、同じ

方角にマンションが建設され

ているが、展望は望めるのか。 

複合施設の建物高さは、利用者の皆様の利便

性を考慮し、できるだけ１フロアの床面積を大

きくとっていることから、周辺建物と比較して

特別高層となる建物にはしていません。 

また、御指摘のとおり、現在、建設中の集合

住宅以外にも、今後、市街地での建物の更新は

常に行われることが予想されるので、８階市民

ロビーから厚木市全体を俯瞰できるような眺

21 最上階に市民が行って、眺め

られるような形に変更できる

とよい。 
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望は期待できない可能性があります。市民ロビ

ーは、眺望だけを目的としたスペースではな

く、市民の皆様に議会を身近に感じたり、市民

相互の交流スペースとして計画しています。 

こうしたことから、建物高さを変更し、現在

よりも建物を高層にし、最上階に展望スペース

を設けるような変更は考えていません。 

22 眺望の良い最上階に議場等の

市議会のスペースが置かれて

いるのはなぜか。最上階は市

民が使うスペースにするべき

ではないか。 

市民の皆様の代表である市議会議員が市政

の重要な方向性を議論する市議会は、傍聴席を

含めて市民の皆様に利用いただくスペースで

あると考えています。また、議場は、他の機能

と比較すると天井高が高く、柱もない空間とな

ることから、建築コストも考慮し最上階に計画

しています。 

広場側８階の展望スペースとなる市民ロビ

ーは、市議会の会期以外にも開放するので、市

民の皆様がいつでも利用することができるス

ペースとして計画しています。 

23 他市では建物最上階に食堂が

用意されているところもある

が、計画されている施設内に

食事をできるスペースが全く

考えられていないのはなぜ

か。 

食堂の設置については、食堂運営可能事業者

に対して２回のサウンディング調査を実施し

たところ、採算確保が難しく出店意向は高くな

いという結果が分かったことから、１階の広場

側にカフェの導入を計画しています。カフェで

の軽食の提供については、今後出店事業者が決

定した際に事業者と協議していきます。また、

広場側２階、８階には利用者の皆様の持込品を

飲食することができるスペースを用意してい

ます。 

24 神奈川県庁の東庁舎の上階レ

ストランは、賃料を半額にし

ても入居者がないと報道され

ている。今の市役所の食堂も、

補助金でやっているのではな

いか。 

神奈川県庁東庁舎のレストランについては、

御指摘のとおり報道されていることは承知し

ています。また、現在の市役所本庁舎の食堂は、

賃料を減免して貸し付けています。 

食堂運営可能事業者に対して、２回のサウン

ディング調査を実施した結果、採算確保が難し

く、出店意向は高くなかったことから、複合施

設には食堂を設置しないこととしています。 

25 職員が食事をとるスペースは

あるのか。 

職員の食堂は、上記サウンディング調査の結

果から、計画していません。庁舎側８階に飲食

可能な休憩スペースを設けています。 

26 １階のカフェは何席ぐらいの

想定か。 

30～40 席程度の規模を計画しています。市

民の皆様の憩いの場の１つとなればと考えて
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います。 

27 カフェの客席が30席ではあま

りにも少なすぎる。 

カフェ運営の意向を有する複数の民間事業

者に対してサウンディング調査を実施し、面積

に応じて事業者が負担するコスト（賃料、人件

費、光熱水費等）とそれに見合う採算性等を勘

案した上でカフェ面積や客席数を設定してい

ます。また、カフェではテイクアウトも可能と

し、カフェの座席以外でも１階広場的スペース

や図書館の閲覧席等にも持ち込みを可能とす

る運用を検討していきます。 

28 １階に計画されているカフェ

は、カフェではなく、コンビ

ニエンスストアの方がよいの

ではないか。 

複合施設整備の基本理念としている「すてき

な時間を過ごすことができるサードプレイス」

の実現のため、市民が憩い、対話し、交流を深

める場所として、カフェを設置することとして

います。 

29 サードプレイスとはどこを指

すのか。 

広場側１階の広場的スペースが市民の皆様

が気軽に訪れ市民相互に交流いただける場所

としてサードプレイスを最も体現したスペー

スになると考えています。そのほかにも、図書

館には多数の閲覧席を用意しているほか、８階

の展望フロアである市民ロビーや外構部のオ

ープンスペース等を含めて、施設全体で誰もが

気軽に訪れていただける施設を目指していま

す。 

30 様々な市民交流の場としての

利用が想定されている「広場

的スペース」は、どのような

利用形態になるのか。自由に

パフォーマンス等ができるの

か、管理者がいて予約利用す

るのか。 

広場的スペースの具体的な運用方法につい

ては、現在検討段階ですが、開口部を設け、屋

内外を一体利用したイベントやミニコンサー

ト等に利用できる空間にしていくことを想定

しています。必要設備等は、運用方法と合わせ

て今後検討していきます。 

31 広場的スペースに市民活動用

の電源はあるのか。 

32 広場側１階に観光案内所を設

ける計画はあるか。観光客に

も複合施設に足を運んでもら

いたい。 

屋外のオープンスペース近く

の看板エリアにも、市民向け

としても厚木の観光地の写真

現在のところ、観光案内所の設置は検討して

いません。観光情報等の提供については、１階

の広場的スペースの活用を検討する際の参考

とさせていただきます。 
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などを掲示することで、厚木

がよりにぎわうと思う。 

33 １階の広場スペースの面積は

どのくらいか。災害時に市民

の受入れを考えているとのこ

とだが何人収容できるのか。

ガラス部が多く、安全性に課

題があるのではないか。 

広場側１階の広場的スペースの規模は、約

1,000 ㎡となっています。災害対応のスペース

としては、避難所としての活用ではなく、り災

証明の発行業務や他の都道府県自治体からの

応援職員の作業スペースなどの活用を想定し

ています。避難所は、地域防災計画のとおり、

小中学校等の指定避難所を想定しています。 

なお、複合施設は、免震構造を採用しており、

建物が受ける地震力を低減しているほか、ガラ

ス等の部材についても、一般的な建物に比べて

耐震性能に配慮した計画としています。 

34 アミューあつぎとの連携はど

うのように考えているか。 

アミューあつぎの市民交流プラザは、平成

26 年に開館し、それまで中心市街地に点在し

ていた市民の皆様への貸館機能を集約・整備

し、中心市街地の公共施設には新たな貸館機能

を設けない方針としています。 

複合施設には、そのような経緯から、貸館機

能は計画していませんが、市民の皆様に御利用

いただくことを想定している広場的スペース

では、市民の皆様の文化芸術を始めとする様々

な活動内容を紹介いただくような活用方法も

検討しているところです。 

アミューあつぎの市民交流プラザで深めた

活動内容を複合施設で紹介いただくことで、こ

れまで活動内容を知らなかった市民の皆様が

複合施設からアミューあつぎを訪れる、また

は、アミューあつぎから複合施設を訪れる、と

いった関係が期待できると考えています。 

35 資料５ページ２行目の「市民

協働や産学公連携への発展が

期待」とあるが、具体的には

どのような内容なのか。「例え

ば、〇〇〇〇のような発展を

期待しています。」の〇〇〇〇

を教えてほしい。 

資料５ページの表記「昨今の庁舎建設では、

市民と行政との接点をより増やし、市民協働や

産学公連携への発展が期待されています。」に

ついては、本市の庁舎に限らず、全国的な庁舎

建設の傾向を説明したものです。 

本市の複合施設においては、市庁舎だけでな

く、図書館や未来館等と一体整備することによ

り、広場的スペースを始めとする市民相互の交

流スペースにおいて、行政情報と企業を含めた

市民活動に関する情報の接点を増やすことに

より、行政だけでなく、企業を含めた市民の皆
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様の活動が市民の皆様が暮らしの中で抱える

課題や悩みの解決の一助となることを期待し

ています。 

36 複合施設の広場側は午後５時

に閉館するのか。 

広場側の詳細な運営計画は、今後、市民の皆

様の御意見を取り入れながら検討していきま

す。現時点では、閉館時刻は午後５時よりも遅

く、より多くの様々なライフスタイルの方が利

用できる開館時間にしたいと考えています。 

37 市民の憩いの場の整備は難し

い面があると感じるが、厚木

市が魅力的なまちとなるよ

う、安全面にも配慮しつつ、

多くの市民が楽しんで集ま

り、利用できる施設となるよ

う、広場側の内容の充実を図

ってほしい。 

市民の皆様が集まり、皆様に使われる施設と

なるよう、安全面や運営方法、開館時間等につ

いても整理し、検討していきます。 

また、まちの魅力向上については、複合施設

だけで完結するものではないと考えており、現

在取り組んでいる北口再開発や本庁舎敷地の

跡地利用を始め、中心市街地に市民の皆様が誇

りを持ってもらえるような取組を、市民の皆様

や事業者の皆様から様々な御協力をいただき

ながら進めていきたいと考えています。 

38 屋外のオープンスペースはど

のように使うのか。 

通常時はオープンな空間として提供し、簡単

なイベント等も開催できるスペースにしてい

きたいと考えています。 

設備、内装、外装について 

39 エスカレーターはないのか。

建物の上下移動にはエレベー

ターを利用するのか。 

バリアフリーや安全性、コストを考慮し、エ

スカレーターは設置せず、エレベーターを設置

しています。エレベーターの台数は、来館者が

ストレスなく利用できる台数を計画していま

す。 

40 エレベーターの台数は何台

か。この規模では足りない気

がする。 

エレベーターは、庁舎側は東に３台、西に２

台、広場側は東に２台、西に２台の合計９台を

設置する計画です。エレベーターの台数は、ピ

ーク時の来館人数の想定をもとに計算に基づ

き、十分な台数を計画しています。また、隣接

するエレベーターは連動して運行するため、ス

トレスなく利用できる計画としています。 

41 地下からのアクセスはある

か。 

現在のところ、本厚木駅前東口地下道（以下

「地下道」といいます。）から複合施設にアク

セスできる計画にはなっていません。将来、地

下道から複合施設のアクセスを検討する際に

は、地下道と複合施設地下１階の高低差を解消

することを考えていく必要があります。 
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42 フィッティングボードは計画

されているか。 

基本設計段階で市民の皆様からいただいた

御意見を基に、庁舎側１、２階と広場側１階の

誰でもトイレへの設置を計画しています。 

43 県産材は議場でしか使わない

のでは県民に県産材を広く PR

することはできないのではな

いか。他でも利用すべきでは

ないか。 

市産材又は県産材の利用は、議場のほか、市

民の皆様が多く利用するエントランス廻りや、

外部の庇の軒裏等へも使用する計画です。 

44 外装について、木を使用して

いるのは良いが、全体として

色が地味な印象を受ける。も

っと色を使うことはできない

か。 

外装には部分的に木を使い、できるだけその

木が持つ温もりが伝わるようにしたいと考え

ています。外装の色は、様々な属性の方が利用

する施設なので、奇抜な色ではなく、落ち着い

た色を採用していくことになると考えていま

す。 

45 将来的にＺＥＢを達成するこ

とは考えているか。2050 年の

カーボンニュートラル実現の

ためには庁舎が対応すること

が必要ではないか。ＺＥＢ Ｒ

ｅａｄｙからＺＥＢへ将来変

更は考えられるか。 

ＺＥＢとは、年間で消費する建築物のエネル

ギー量を大幅に削減するとともに創エネでエ

ネルギー収支を「ゼロ」とする建築物のことで、

ＺＥＢ Ｒｅａｄｙとは、ＺＥＢを目指す前段

として、負荷の抑制・自然エネルギーの利用を

行った上で、設備システムの高効率化により基

準エネルギー消費量に対して 50％以上の省エ

ネルギーを実現する建築物のことと理解して

います。 

大規模建築物のＺＥＢ化については、創エネ

を担う設備に供するスペース、具体的には太陽

光パネルを設置するスペース、の確保が大きな

課題であると考えています。仮に、このスペー

スの課題を解決できる手法を見出すことがで

きる場合には、当該手法の導入に係るイニシャ

ルコストやランニングコストに加え、利用者の

皆様の利便性等、その他影響を与える事項との

バランスを考慮した上で、採用するべきものと

判断しています。このため、現段階では延べ床

面積 47,000 ㎡を超える規模の建物ではＺＥＢ

の達成は難しいものと考えています。 

引き続き、できる限りのエネルギー収支の低

減を目指していきます。 

46 大規模な停電や断水、ガスの

停止などがあった場合の対策

は十分考えているか。 

72 時間（３日間）以上の業務継続を可能に

する計画として、次のような対策を講じていま

す。停電に対しては、３日間以上供給可能な電

源に必要な燃料を備蓄するとともに、途絶の可
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能性が低い中圧ガスによるコージェネレーシ

ョンシステムを導入します。断水に対しては、

３日分の上水、雑用水を確保するとともに、３

日分の汚水を貯留できる緊急汚水槽を設置し

ます。また、ガスについては、エネルギー源と

してのガス利用に多くを見込んでいないこと、

利用するガスも地震に対して安定性が高い中

圧ガスを利用します。 

事業費について 

47 複合施設整備全体の総工費は

どのくらいか。 

資料３ページに記載のとおり、現時点では、

実施設計、先行解体工事、本体建設工事及び実

施設計・施工モニタリング及び建築工事監理の

４業務で合計約 291.7 億円を見込んでいます。

当該金額には、特殊内装工事費用、什器整備費

用、移転整備費用、周辺整備費用等は含まれて

いません。また、今後、物価上昇等の影響によ

り事業費が増加することがあります。 

48 庁舎整備基金は、どれくらい

積み立てられているか。 

令和６年３月現在、約 80 億円となっていま

す。 

49 市債の返済計画を示してほし

い。 

複合施設の建設工事に関する総事業費、約

291.7 億円に対して、約 132.4 億円の市債を活

用する計画としています。市債の償還期間は、

最長 30 年となっています。 

50 歳出に示されている計 292 億

円に入らない、その他の費用

はどの程度を想定している

か。種類と見込費用を示して

ほしい。 

その他の費用として、未来館等の特殊内装工

事費用、什器整備費用、移転整備費用、周辺整

備費用等が見込まれます。詳細については、現

在、仕様を含め検討中です。 

51 周辺整備や付帯工事を見込ん

だ概算事業費は、どれくらい

を想定しているか。 

52 

 

工事費は 300 億円で足りるの

か。 

国県の施設の工事費はいくら

か。 

県負担金 45 億円で、国はいく

らか。 

近年の物価上昇や人手不足の影響を建設業

界も受けているため、今後増加する可能性もあ

りますが、影響を最小限とするよう、受注者と

協議しながら事業を推進していきます。 

国県の工事費については、それぞれの専有面

積が最終的に確定していないため、まだ、決定

していないと伺っています。令和６年７月現

在、県については施工者と協議中で、国につい

ては、施工者を今後選定していく段階であると

伺っています。 
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その他 

53 国県の管理費はどうきめるの

か。 

国県の管理費については、複合施設全体の維

持管理費のうち、それぞれの専有面積に応じた

負担を求めていくことを検討しています。複合

施設全体の維持管理費については、今後、施設

の運用と併せて検討していきます。 

54 市庁舎の面積が現況よりも減

少しているが、今後不足する

ことはないのか。 

近年整備した同規模自治体を参考に決定し

ており、不足することは想定していませんが、

マイナンバーカードや国の給付金など、突発的

に増加する事務については、広場側 1階に計画

している臨時行政スペース等を活用し対応す

ることを想定しています。 

55 市庁舎と複合施設は連携して

いるというが、閉庁時はどの

ように管理するのか。 

各施設の開館時間が時間・曜日などによって

異なるため、市庁舎が閉庁している際は、シャ

ッター等により区画し、セキュリティを確保し

た上で、図書館機能や未来館機能等を利用する

ことができる計画としています。 

56 軟弱地盤対策はきちんとでき

ているのか。 

地盤調査に基づき、堅固な地盤へ建物を支持

する計画としています。また、液状化の可能性

も低い地盤となっています。 

57 中町立体駐車場と１階以外で

連絡はできないのか。 

複合施設利用者は、新立体駐車場を利用して

いただき、中町立体駐車場の利用は想定してい

ません。中町立体駐車場と複合施設の接続につ

いては、施工の難易度や法規制により現時点で

は難しいと考えています。 

58 新立体駐車場は、身体障害者

免責を計画しているか。 

駐車場の有料化の検討と併せて、今後検討し

ていきます。 

59 緑化率 10％は低いのではない

か。 

開発手続上、要求される緑化率以上の 10％

を確保しています。また、緑化率には反映され

ない止水壁や庇にも緑化を行い、可能な限り緑

化に努めた計画としています。 

60 市民に開かれた庁舎かどうか

は、窓口機能で判断するべき

で、そのような措置が取られ

た計画になっていると感じ

る。また、食堂を設けないと

いう計画を含めて、ライフサ

イクルコストの低減に意欲的

で好感が持てる。 

開かれた庁舎とセキュリティの確保の両立

やライフサイクルコストの低減は、今後の庁舎

建設に必要不可欠なるものと考えています。引

続き、運用面も考慮し、計画を進めていきます。 

61 本厚木駅に直結できなかった

のか。 

本厚木駅からの距離や改札が１階にある駅

舎構造を考慮し、直接駅舎に接続すること検討
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していません。 

本厚木駅前東口地下道の活用や厚木バスセ

ンターの再整備と併せて、本厚木駅からのより

円滑な動線について、今後も検討していきま

す。 

62 新しく建設するならば、他の

自治体の施設のいいとこ取り

をしたものができるのかと思

っていた。 

構造計画や業務継続計画、環境計画、ユニバ

ーサルデザイン計画、維持管理計画等は、他の

自治体の計画を参考に、よいものを取り入れ

る、又は、それ以上のものを取り入れた計画と

しています。 

63 基本設計の受注候補者が提案

した内容は複合施設の地下に

は駐車場をつくらないという

ものだったが、現在は、複合

施設の地下に駐車場が計画さ

れている。どのような検討が

されて変更になったのか。 

基本設計の受注候補者からの提案は、複合施

設の地下には駐車場を設けずに、必要台数の全

てを新立体駐車場に整備するという提案がさ

れました。その後、基本設計者の提案内容が実

現可能性を検討したところ、法規制への対応が

難しいという結果になったため、基本設計の完

了時には、新立体駐車場に加えて、複合施設地

下にも駐車場を設けることとしています。 

64 基本設計と実施設計・施工者

は同一か。 

基本設計者は石本建築事務所・石上純也建築

設計事務所設計共同企業体であり、実施設計・

施工事業者は清水・小島・山王建設共同企業体

となっており、別の事業者です。 

65 安全かつ確実な工事が成就

し、シンボルタワーになるこ

とを期待している。 

現在の中央図書館がある厚木

シティビルは、どうなるのか。 

今後も安全に十分留意し、工事を進めていき

ます。 

厚木シティプラザは、厚木バスセンターが抱

える狭あい化等の諸課題の解決のため、複合施

設整備後に除却し、厚木バスセンターの拡張用

地として再整備することを計画しています。計

画の実施に向けて、厚木シティプラザの民間権

利者と引き続き協議を進めていきます。 

66 敷地内のうち、エントランス

部の飲食店は撤去できていな

いようだが、用地は買収でき

なかったのか。 

複合施設の計画敷地には当該飲食店は含ま

れていないので、複合施設の建設工事に影響は

ないところですが、権利者には、協力いただけ

るよう引き続き協議していきます。 

67 現在、厚木バスセンターに隣

接して食堂がありますが、今

後の複合施設の整備に当たっ

て、どのような対応をして行

くのか。 

68 厚木バスセンターからの歩行

者動線とオープンスペースの

現在営業を行っている飲食店となります。複

合施設の計画敷地には当該飲食店は含まれて
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間にある白色で少し透けてい

る立体物は何か。 

いないので、複合施設の建設工事に影響はない

ところですが、権利者には、協力いただけるよ

う引き続き協議していきます。 

69 本体工事着工後も市民の意見

を取り入れられるものは取り

入れてもらいたい。引き続き、

情報提供されたい。 

供用開始後の施設の利用の仕方や運営方法

については、今後も市民の皆様の御意見を伺い

ながら検討を進めていきます。 

70 より具体像がはっきり見えて

きて期待が高まった。 

71 今回開催している説明会は、

市民参加条例上の意見交換会

の位置付けになるか。 

市民参加条例に基づく意見交換会は、基本計

画策定時に実施しており、令和４年度の基本設

計の説明会に引き続き、今回は実施設計の内容

について報告する機会として開催するもので、

市民参加条例に規定している意見交換会には

該当しません。 

しかしながら、今回の質疑応答の内容につい

ては、意見交換会と同様に、後日、開催概要と

して本市ホームページに公開します。 

72 説明会当日や後日のメールで

寄せられた意見は、必ずホー

ムページなどに公開してほし

い。 

73 説明会自体やることを知らな

い市民がたくさんいる。もっ

と開催することを周知し、多

くの市民に説明したほうがよ

い。 

今後も、説明会だけでなく、広報あつぎや市

ホームページを活用し、市民の皆様への情報提

供に努めていきます。 

 


